
（1） 2023 年 12月1日（第 65 号）サービス連合

第65号 2023年12月1日

サービス・ツーリズム産業労働組合連合会
〒160-0002 東京都新宿区四谷坂町9-6 坂町Mビル2階
TEL 03-5919-3261　　発行人 石川聡一郎

毎月1日発行　1部50円（組合員の購読料は会費に含む）

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
地
方
連

合
会
の
発
展
的
解
消
に
伴
い
、

今
期
よ
り
、
加
盟
組
合
の
意
見

を
も
と
に
春
季
生
活
闘
争
方
針

案
を
策
定
す
る
た
め
の
機
会
と

し
て
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い

て
春
季
生
活
闘
争
討
論
集
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
10
月
31
日
（
火
）
の

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
を
皮
切
り
に

全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
で「
２
０
２
４

春
季
生
活
闘
争
討
論
集
会
」
を

開
催
し
、67
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
内
容

（
１
）
２
０
２
３
春
季
生
活
闘
争

の
振
り
返
り

・
２
０
２
３
春
季
生
活
闘
争
で

は
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
雇
用

を
守
り
、
労
働
条
件
の
維
持
・

向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を

展
開
し
た
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
連

合
結
成
以
来
、
最
も
多
く
の
加

盟
組
合
が
、
実
質
的
な
賃
金
改

善
に
合
意
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
全
体
的
な
賃
金
改
善
と

実
質
的
な
賃
金
改
善
の
額
・
率

に
お
い
て
過
去
最
高
の
水
準
を

残
せ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。

（
２
）
要
求
実
現
に
む
け
て

・
春
季
生
活
闘
争
は
総
合
的
労

働
条
件
改
善
に
む
け
た
闘
争
で

す
が
、
お
も
に
①
賃
金
改
善
と

②
労
働
環
境
改
善
に
分
か
れ
ま

す
。

①
賃
金
改
善

・
賃
金
改
善
に
つ
い
て
は
、『
35

歳
年
収 

５
５
０
万
円
』
の
到
達

に
む
け
指
標
を
も
と
に
具
体
的

な
改
善
要
求
を
お
こ
な
う
の
で

す
が
、
そ
の
手
前
で
加
盟
組
合

は
自
社
の
賃
金
制
度
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
納
得
性

の
高
い
交
渉
を
お
こ
な
う
た
め

に
も
、
賃
金
分
析
は
か
な
り
重

要
に
な
り
ま
す
。
月
例
賃
金
改

善
に
つ
い
て
は
、
定
期
昇
給
の

み
な
ら
ず
実
質
的
な
賃
金
改
善

が
お
こ
な
え
る
よ
う
必
要
額
を

示
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の

際
に
、
現
状
の
産
業
別
最
低
保

障
賃
金
、
ポ
イ
ン
ト
年
齢
別
最

低
保
障
賃
金
の
額
に
つ
い
て
も

確
認
が
必
要
で
す
。

・
月
例
賃
金
交
渉
以
外
に
、
一

時
金
に
つ
い
て
も
『
35
歳
年
収

５
５
０
万
円
』
に
む
け
て
年
間

４
・
０
カ
月
、
達
成
組
合
は
さ
ら

に
上
回
っ
た
月
数
を
要
求
し
ま

し
ょ
う
。

②
労
働
環
境
改
善

・
各
種
法
改
正
と
施
行
に
基
づ

き
、
労
働
条
件
が
正
し
い
も
の

か
改
め
て
確
認
を
お
こ
な
い
ま

し
ょ
う
。

・
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
に
む

け
て
、
長
時
間
労
働
是
正
に
む

け
た
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
労

使
協
議
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

・
両
立
支
援
・
男
女
平
等
社
会

の
実
現
に
む
け
て
、
産
後
パ
パ

育
休
の
取
得
状
況
の
確
認
と
啓

発
、
男
女
間
賃
金
格
差
の
是
正

に
む
け
た
労
使
協
議
が
必
要
で

す
。
改
正
育
児
介
護
休
業
法
お

よ
び
改
正
女
性
活
躍
推
進
法
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
に
む
け

て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き
な

い
環
境
整
備
、
起
き
た
時
の
相

賃金学習会を開催します！
12 月に賃金学習会を実施します。学習会は初級編・中級編と分かれ
ており、初級編は「春季生活闘争賃金マニュアル」「指標」を活用し、
春季生活闘争の賃金要求に関する基礎、「指標」の活用の仕方、賃金実
態調査の重要性などを学習します。中級編は Excel 関数を駆使した賃
金データの作成、分析、活用方法などを学習します。当日は労働調査
協議会から講師をお招きし、専門的なことを学びます。またとない機
会ですのでふるってご参加ください！

≪開催日程≫
（１）初級編
　　　１回目：2023年 12月８日 ( 金 )15:00 ～ 17:00
　　　２回目：2023年 12月 14日 ( 木 )15:00 ～ 17:00
（２）中級編
　　　１回目：2023年 12月 19日 ( 火 )15:00 ～ 17:00
　　　２回目：2023年 12月 20日 ( 水 )15:00 ～ 17:00

初級編についてはWebと対面の併用開催です。また後日期間限定の
アーカイブ配信も行います。一方、中級編は Excel を操作するため対
面のみの開催となります。アーカイブ配信も行いませんのでお気を付
けください。なお、対面会場はサービス連合本部会議室となります。

2023年11月２日
サービス連合本部会議室

東日本地域ブロック

2023年10月31日
道特会館

北海道地域ブロック

2023年11月１日
エル・おおさか

関西地域ブロック

2023年11月６日
ウインクあいち

中部地域ブロック

2023年11月７日
エイムアテイン博多駅前貸会議室

九州地域ブロック

2023年11月２日
広島ＹМＣＡ国際文化センター

中国四国地域ブロック

2023年11月８日
沖縄産業支援センター

沖縄地域ブロック

談
体
制
を
構
築
し
ま
し
ょ
う
。

・
60
歳
以
降
の
雇
用
と
処
遇
に

つ
い
て
は
、
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
が
改
正
さ
れ
、
70
歳
ま
で

就
労
で
き
る
環
境
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
65
歳

ま
で
の
雇
用
確
保
義
務
の
経
過

措
置
は
、
２
０
２
５
年
３
月
に

終
了
し
、
以
降
企
業
に
は
65
歳

ま
で
継
続
雇
用
を
希
望
す
る
従

業
員
に
つ
い
て
雇
用
義
務
が
発

生
し
ま
す
。
長
く
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
整
備
を
早
急
に
整
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

様
々
な
意
見

・
サ
ー
ビ
ス
連
合
と
し
て
国
に

対
し
て
、
物
価
の
変
動
に
左
右

さ
れ
な
い
抜
本
的
な
賃
金
改
善

を
訴
え
て
い
く
べ
き
。
ま
た
、

観
光
産
業
の
人
財
定
着
を
本
気

で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

・
組
織
に
よ
っ
て
は
執
行
部
が

自
社
の
労
働
条
件
を
把
握
し
て

い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
賃

金
分
析
を
し
た
く
て
も
賃
金

デ
ー
タ
を
会
社
が
共
有
し
た
が

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
い
か
に

会
社
を
説
得
さ
せ
る
か
ノ
ウ
ハ

ウ
を
教
授
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
。

・
社
会
的
に
も
賃
上
げ
ム
ー
ド

が
出
て
き
て
い
る
。
今
後
改
善

要
求
を
お
こ
な
う
上
で
は
、
よ

り
産
業
全
体
を
引
っ
張
る
目
標

値
と
な
る
よ
う
な
高
い
要
求
水

準
が
必
要
で
あ
る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
３
年
間
ほ

ぼ
昇
給
が
で
き
て
い
な
い
。
一

時
金
に
関
し
て
も
会
社
の
借
り

入
れ
が
膨
ら
ん
で
お
り
要
求
し

て
も
合
意
が
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
サ
ー
ビ
ス
連
合
の
指
標
は

交
渉
の
武
器
に
な
り
得
る
と
思

う
が
、
会
社
の
状
況
か
ら
合
意

へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
組
織
が

あ
る
事
を
認
識
し
ケ
ア
を
お
こ

な
っ
て
い
か
な
い
と
、
弱
い
組

織
は
取
り
残
さ
れ
た
感
覚
に
な

る
。

・
長
時
間
労
働
是
正
に
つ
い
て
、

年
間
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
は

現
状
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
時
間

外
労
働
削
減
も
喫
緊
課
題
だ
が

需
要
に
対
す
る
供
給
量
が
不
足

し
て
お
り
、
時
間
外
労
働
は
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
要
員
数
で
上
手
に
切

り
盛
り
し
て
い
る
加
盟
組
合
が

あ
れ
ば
、
そ
の
具
体
的
手
法
に

つ
い
て
も
参
考
に
し
た
い
。

・
ホ
テ
ル
は
Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
な
ど

の
知
識
が
乏
し
い
。
少
子
化
の

煽
り
を
う
け
労
働
力
が
減
っ
て

い
く
中
で
は
、
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
に
つ
い

て
、
単
組
で
も
ど
う
し
て
行
く

べ
き
な
の
か
考
え
て
い
る
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
こ
る
前
の
対

策
は
何
を
し
て
い
る
の
か
聞
い

て
み
た
い
。

最
後
に
、
春
闘
ス
ロ
ー
ガ
ン
・

ポ
ス
タ
ー
募
集
、
賃
金
学
習
会

の
告
知
を
お
こ
な
い
、
討
論
集

会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

今
後
は
集
会
で
出
た
意
見
を

参
考
に
、
２
０
２
４
年
１
月
の

中
央
委
員
会
で
の
方
針
決
定
に

む
け
て
中
央
執
行
委
員
会
で
議

論
を
重
ね
る
こ
と
と
し
ま
す
。

全
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催

春
季
生
活
闘
争
討
論
集
会

春
季
生
活
闘
争
討
論
集
会

魅
力
あ
る
産
業
の

魅
力
あ
る
産
業
の

発
展
を
目
指
し
て

発
展
を
目
指
し
て



（2）2023 年 12月１日（第 65 号） サービス連合

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
今
年
度
、

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
、
政
策
制
度

な
ど
に
つ
い
て
運
動
を
更
に
推

進
す
る
た
め
、
中
央
執
行
委
員

会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
外
部

か
ら
講
師
を
招
い
て
学
習
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
第
１

弾
と
し
て
、
10
月
13
日
に
開
催

し
た
第
３
回
中
央
執
行
委
員
会

で
は
、
労
働
者
福
祉
中
央
協
議

会
（
中
央
労
福
協
） 

講
師
団
講
師

で
サ
ー
ビ
ス
連
合
の
先
輩
で
あ

る
高
橋
均
さ
ん
に
お
越
し
い
た

だ
き
「
振
り
返
れ
ば
未
来
が
見

え
る
～
労
働
者
自
主
福
祉
運
動

と
サ
ー
ビ
ス
連
合
の
歴
史
を
辿

る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
受
け

ま
し
た
。
労
働
者
自
主
福
祉
運

動
の
意
義
を
知
る
と
と
も
に
、

労
働
組
合
の
歴
史
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
労
働
運
動
で
は
「
連

帯
」
や
「
絆
」
と
い
う
表
現
を

２
０
２
３
秋
闘　
第
２
回
闘
争
委
員
会
開
催

中
央
執
行
委
員
会
で

労
働
者
自
主
福
祉
運
動

学
習
会
を
実
施

総実労働時間短縮にむけて業界団体に要請

２
０
２
３
年
10
月
13
日（
金
）

に
中
央
執
行
委
員
会
に
併
設
す

る
形
で
、
２
０
２
３
秋
闘
第
２

回
闘
争
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
、
最
近
の

特
徴
的
な
動
き
、産
業
の
状
況
、

闘
争
委
員
会
の
取
り
組
み
等
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅰ
．
最
近
の
特
徴
的
な
動
き

内
閣
府
が
２
０
２
３
年
９
月

に
発
表
し
た「
月
例
経
済
報
告
」

に
よ
る
と
、「
景
気
は
、
緩
や

か
に
回
復
し
て
い
る
。
先
行
き

に
つ
い
て
は
、
雇
用
・
所
得
環2023年11月15日 第３回闘争委員会

政策討論集会の様子
（関西地域ブロック）

高橋均氏（写真中央）による講演

境
が
改
善
す
る
下
で
、
各
種
政

策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
緩
や
か

な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
世
界
的
な
金

融
引
締
め
に
伴
う
影
響
や
中
国

経
済
の
先
行
き
懸
念
な
ど
、
海

外
景
気
の
下
振
れ
が
我
が
国
の

景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、物
価
上
昇
、

金
融
資
本
市
場
の
変
動
等
の
影

響
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。」
と
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た

２
０
２
３
年
８
月
の
有
効
求
人

倍
率
（
季
節
調
整
値
）
は
、
１
・

29
倍
と
な
り
、
前
月
と
同
水
準

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
求
人
倍
率
（
季

節
調
整
値
）は
２
・
33
倍
と
な
り
、

前
月
を
０
・
06
ポ
イ
ン
ト
上
回

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
産
業
別
に

み
る
と
、
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
（
９
・
８
％
増
）、
教
育
・

学
習
支
援
業
（
８
・
４
％
増
）、

医
療
・
福
祉
（
４
・
８
％
増
）
な

よ
く
用
い
ま
す
が
、
今
回
の
学

習
会
を
つ
う
じ
、
そ
の
言
葉
の

意
味
や
重
み
に
つ
い
て
、
改
め
て

認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
同
じ
く
サ
ー
ビ
ス

連
合
の
先
輩
で
あ
り
、
日
本
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
検
定
協
会
の
事
務
局

を
務
め
る
片
岡
千
鶴
子
さ
ん
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
検
定
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も

中
央
執
行
委
員
会
で
の
学
習
会

を
実
施
し
、
役
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
通
じ
、
加
盟
組
合
の
支
援

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

サービス連合では年間総実労働時間の短縮にむけて、「第５期時短アクショ
ンプラン（2022年８月～2027年７月）」に基づき、サービス連合全体での
取り組みを推進しており、今年度も引き続き強化期間を設定して総実労働時
間短縮に取り組んでいます。産業全体の労働条件の向上にむけて、取り組
み報告とともに、業界全体での取り組みの検討にむけた総実労働時間短縮
の推進に関する申し入れを実施するため、10月から11月にかけて業界団体
を訪問しました。
旅行関連団体では、日本旅行業協会（JATA）、全国旅行業協会（ANTA）、
宿泊関連団体では、日本ホテル協会、日本旅館協会、全日本ホテル連盟、
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会、国際航空貨物関連団体では、
航空貨物運送協会（JAFA）への訪問をおこないました。また、今回の訪問では、
メニュー表示適正強化月間の取り組みについても説明をおこないました。
サービス連合は政党や省庁、自治体だけでなく、業界内の関連団体にも定
期的な訪問をつうじて、サービス連合の取り組みや政策の実現にむけての理
解促進を図り、我々の地位と労働条件の向上につながるよう努めてまいります。

ど
で
増
加
と
な
り
、製
造
業（
７
・

５
％
減
）、
建
設
業
（
３
・
８
％

減
）、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
・

娯
楽
業
（
３
・
１
％
減
）
な
ど
で

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
省
が
発
表
し
た
２
０
２
３

年
８
月
の
労
働
力
調
査
に
よ
る

と
、
完
全
失
業
率
は
２
・
７
％

と
な
り
、
前
月
と
同
率
と
な
り

ま
し
た
。
完
全
失
業
者
数
は

１
８
６
万
人
で
前
年
同
月
に
比

べ
て
９
万
人
増
加
し
、
２
カ
月

連
続
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
主
な
産
業
別
就
業
者
を

前
年
同
月
と
比
べ
る
と
、｢

卸
売

業
，
小
売
業｣

、｢

宿
泊
業
，
飲

食
サ
ー
ビ
ス
業｣

な
ど
が
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．
産
業
の
状
況

観
光
庁
が
発
表
し
た
主
要
旅

行
業
者
の
２
０
２
３
年
７
月
分

の
総
取
扱
額
は
、
２
０
１
９
年

同
月
比
に
お
い
て
、
海
外
旅
行

は
約
52
％
、
外
国
人
旅
行
は
約

政
策
討
論
集
会

政
策
討
論
集
会  

産
業
の
地
位
向
上
に
む
け
て

産
業
の
地
位
向
上
に
む
け
て

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
、
今
期

か
ら
地
域
課
題
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
政
策
議
論
を
目
的
に
、
地
域

ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
政
策
討
論

集
会
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
討

論
集
会
と
同
日
で
開
催
し
た
今

回
の
政
策
討
論
集
会
は
、
サ
ー

ビ
ス
連
合
の
政
策
（
２
０
２
４

年
１
月
～
12
月
）
の
観
光
政
策

策
定
に
む
け
た
各
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
の
現
状
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
政
策

課
題
の
抽
出
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
政
策
制
度
の
基

本
的
な
考
え
方
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
な
ぜ
私
達
が
政
策
に

取
り
組
む
の
か
と
い
う
意
義
に

つ
い
て
も
理
解
す
る
機
会
と
な

り
、
地
域
ご
と
の
課
題
や
政
策

に
対
す
る
認
識
と
考
え
方
を
学

び
ま
し
た
。

労
働
組
合
で
は
職
場
の
課
題

を
解
決
し
、
組
合
員
の
幸
せ
を

図
る
た
め
に
会
社
と
直
接
交
渉

が
で
き
ま
す
が
、
国
や
自
治
体

を
動
か
す
に
は
個
人
や
組
織
で

は
直
接
交
渉
で
き
ま
せ
ん
し
、

動
い
て
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。
そ

の
為
、
唯
一
の
産
別
組
織
で
あ

る
「
サ
ー
ビ
ス
連
合
」
と
し
て
、

国
や
地
域
を
動
か
し
、
産
業
全

体
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
世
の
中
を
動
か
す
歯
車

に
は
大
小
が
あ
り
、
そ
の
歯
車

に
合
わ
せ
た
大
小
様
々
な
政
策

要
求
が
必
要
で
す
。
政
策
が
実

現
す
れ
ば
我
々
の
産
業
が
潤
い
、

86
％
、
国
内
旅
行
は
83
％
で
、

先
月
と
比
較
す
る
と
多
少
の
増

減
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
旅
行
統
計
調
査
に
よ
る

と
、
客
室
稼
働
率
は
８
月
が
全

体
で
62
・
７
％
、
７
月
は
58
・

１
％
と
な
り
、
と
も
に
前
年
を

10
％
程
度
上
回
り
ま
し
た
が
、

２
０
１
９
年
比
で
は
７
月
が
５
・

２
％
減
、
８
月
は
６
・
７
％
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査

に
よ
る
２
０
２
３
年
４
～
６
月

期
の
月
別
日
本
人
国
内
旅
行
者

数
は
、
４
月
は
３
，８
９
０
万

人
（
対
２
０
１
９
年
比
16
・
９
％

減
）、
５
月
は
５
，
２
９
５
万

人
（
同
22
％
減
）、
６
月
は
４
，

１
８
０
万
人
（
同
15
・
４
％
減
）

と
な
り
、
２
０
１
９
年
度
４
～

６
月
期
と
比
較
す
る
と
16
・
９
％

減
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

航
空
貨
物
運
送
協
会
の
発
表

に
よ
る
２
０
２
３
年
１
月
か
ら

６
月
の
国
際
航
空
貨
物
取
扱
実

績
は
、
前
年
と
比
べ
て
輸
入
は

件
数
で
94
・
91
％
、
重
量
で

85
・
53
％
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

輸
出
は
件
数
で
89
・
49
％
、
重

量
で
77
・
05
％
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．�

加
盟
組
合
が
闘
争
に
臨

む
に
あ
た
り

各
加
盟
組
合
は
、
産
業
動
向

で
は
、
対
２
０
１
９
年
度
比
に

は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
対

前
年
で
は
、
利
益
率
の
改
善
や

要
員
減
な
ど
に
伴
う
営
業
費
削

減
に
よ
り
、
営
業
利
益
が
回
復

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

各
社
の
数
値
を
十
分
に
精
査
し
、

要
求
実
現
に
む
け
た
労
働
条
件

の
改
善
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。
交
渉
に
際
し
て

は
、
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争

も
見
据
え
中
長
期
的
な
視
点
を

持
ち
、
徹
底
し
た
労
使
協
議
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

Ⅳ
．
闘
争
委
員
会
の
取
り
組
み

第
23
回
定
期
大
会
に
て
確
認

し
た
２
０
２
３
秋
闘
方
針
に
基

づ
き
、
闘
争
委
員
会
は
、
加
盟

組
合
と
相
互
連
絡
を
密
に
し
て

状
況
を
把
握
し
、
効
果
的
に
交

渉
内
容
を
波
及
で
き
る
体
制
を

構
築
さ
せ
る
と
と
も
に
加
盟
組

合
へ
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

各
加
盟
組
合
へ
の
具
体
的
な

支
援
活
動
は
、
闘
争
委
員
会
が

お
こ
な
い
、
第
１
回
闘
争
委
員

会
で
確
認
し
た
「
２
０
２
３
秋

闘
情
報
連
絡
体
制
に
つ
い
て
」

に
基
づ
き
定
期
配
信
や
臨
時
配

信
を
お
こ
な
う
と
同
時
に
、
必

要
に
応
じ
て
激
励
訪
問
を
実
施

し
て
機
運
の
上
昇
を
図
り
、サ
ー

ビ
ス
連
合
全
体
で
取
り
組
み
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。11

月
１
日
以
降
、
本
格
的
な

闘
争
期
間
に
入
り
ま
し
た
。
加

盟
組
合
の
交
渉
状
況
に
つ
い
て

は
、
定
時
通
信
と
し
て
、
祝
日

を
除
く
月
～
金
の
毎
日
、
概
ね

12
時
を
目
途
に
組
織
支
援
局
か

ら
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
！

地
位
や
労
働
条
件
が
向
上
し

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
政

策
制
度
要
求
（
要
請
）
行
動
は

サ
ー
ビ
ス
連
合
と
し
て
も
大
事

な
取
り
組
み
な
の
で
す
。
今
回

の
政
策
討
論
集
会
で
は
、
ま
ず

２
０
２
３
年
度
の
「
サ
ー
ビ
ス

連
合
の
政
策
」
の
内
容
、
重
点

政
策
に
つ
い
て
説
明
し
、
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
２
０
２
２
年

度
よ
り
産
業
政
策
（
観
光
・
物

流
）、
労
働
政
策
、
社
会
政
策
の

３
つ
の
政
策
を
策
定
し
て
お
り
、

そ
の
政
策
の
中
か
ら
特
に
重
要

度
の
高
い
項
目
を
重
点
政
策
と

し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
域
政
策
の
説
明
で
は
、
昨
年

各
地
連
で
取
り
ま
と
め
た
意
見

に
加
え
、
今
年
７
月
に
地
域
へ

の
要
請
行
動
を
お
こ
な
っ
た
際

の
要
請
先
か
ら
の
回
答
な
ど
を

共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地

域
で
の
課
題
感
や
今
後
の
地
域

政
策
の
在
り
方
な
ど
を
参
加
者

で
共
有
し
て
各
会
場
と
も
に
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

人
財
不
足
や
人
財
育
成
に
つ

い
て
は
、
ど
の
地
域
で
も
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。
特
に
地
方
で

は
人
手
の
確
保
が
難
し
く
、
時

給
や
月
給
を
上
げ
て
も
な
か
な

か
人
が
集
ま
ら
な
い
の
が
現
状

と
の
声
が
多
く
、
働
く
者
へ
の

投
資
に
関
す
る
課
題
も
多
く
聞

こ
え
、
産
業
全
体
で
仕
組
み
を

変
え
て
い
く
、
意
識
を
変
え
て

い
く
必
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
組
合
活
動
と

同
じ
で
「
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と

継
続
し
た
要
請
行
動
」
が
大
切

で
す
。

す
ぐ
に
花
が
咲
く
も
の
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
長
期

的
に
繰
り
返
し
国
や
自
治
体
へ

我
々
の
産
業
に
お
け
る
課
題
を

訴
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
政
策
は
そ
こ
に
住
む
人
、

働
く
人
で
な
け
れ
ば
課
題
感
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。「
労
働
者
の
視

点
」
と
「
生
活
者
の
視
点
」
で

日
頃
困
っ
て
い
る
こ
と
や
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
捉
え
、

来
年
２
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

再
度
地
域
政
策
の
意
見
を
集
約

す
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ

の
際
に
は
ご
意
見
を
お
寄
せ
下

さ
い
。



（3） 2023 年 12月1日（第 65 号）サービス連合

交
運
労
協
は
10
月
12
日
、シ
ェ

ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
東
京
に
お
い

て
「
連
携
・
協
動
・
共
創　

交

通
運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
持
続
可
能
な
再
構
築
を
め
ざ

し
、
社
会
的
役
割
に
ふ
さ
わ
し

い
労
働
環
境
を
実
現
し
よ
う
！
」

を
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

第
39
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

総
会
議
長
に
サ
ー
ビ
ス
連
合

の
永
江
中
央
執
行
委
員
ら
を
選

出
し
て
議
事
に
入
っ
た
本
総
会

で
は
、
活
動
報
告
に
続
け
て
新

た
な
活
動
方
針
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
交
運
労
協
の
新
た
な

２
０
２
４
年
度
役
員
選
出
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
櫻
田
会
長
が
交

運
労
協
の
副
議
長
、
中
込
会
長

代
理
が
幹
事
、
そ
し
て
小
島
哲

特
別
中
央
執
行
委
員
が
交
運
労

連
携・協
動・共
創

交
運
労
協 

第
39
回
定
期
総
会

環
境
変
化
に
対
応
し
果
敢

に
運
動
を
展
開

連
合 

第
18
回
定
期
大
会

サ
ー
ビ
ス
連
合
２
０
２
４

春
季
生
活
闘
争
方
針

策
定
に
む
け
て

12
月
13
日
か
ら
旅
館
業
法

が
変
わ
り
ま
す

～
宿
泊
者
も
従
業
員
も
、

誰
も
が
気
持
ち
よ
く
過
ご

せ
る
宿
泊
施
設
に
～

連
合 

２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
中
央
討
論
集
会 

第
１
回
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

第
１
回
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

　
　
　
　
　　
　
推
進
委
員
会
を
開
催

　
推
進
委
員
会
を
開
催

２
０
２
３
連
合 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
中
央
集
会

す
べ
て
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
を
！

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
10
月
17
日
に
第
１
回
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
連
合
の
井
上
久
美
枝
副
事
務
局
長

を
講
師
に
招
き
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画　

フ
ェ
ー
ズ
１
を

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
受
け
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
に
む
け
た
現
状
と
課
題
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
の

議
論
を
進
め
る
う
え
で
大
変
大
き
な
気
付
き
と
後
押
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
委
員
会
で
は
、
今
年
度
議
論
す
る
「
男
女

平
等
参
画
計
画
（
定
着
）」
の
達
成
に
む
け
た
手
法
の
実
践
に
つ
い

て
共
有
す
る
と
と
も
に
、
取
り
組
み
意
義
の
浸
透
に
む
け
て
議
論
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

連
合
は
10
月
５
日-

６
日
、

「
社
会
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
、

と
も
に
歩
も
う
、
と
も
に
変
え

よ
う
～
仲
間
の
輪
を
広
げ 

安

心
社
会
を
め
ざ
す
～
」
を
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
第
18
回

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
大
会
で
は
第
18
期
に
あ
た
る

２
０
２
４
～
２
０
２
５
年
度
の

運
動
方
針
が
確
認
さ
れ
る
と
と

も
に
、
新
た
な
役
員
体
制
が
確

認
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
櫻
田

会
長
が
連
合
の
副
会
長
、
サ
ー

ビ
ス
連
合
永
江
中
央
執
行
委
員

が
連
合
の
中
央
執
行
委
員
と
し

て
引
き
続
き
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
連
合
の
芳

野
友
子
会
長
は
、
２
０
２
３
春

季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
触
れ
、

「
経
済
や
社
会
の
状
況
も
生
活
者

連合井上副事務局長の講演

集会の様子

司会進行を務めた
永江連合中央執行委員

（サービス連合中央執行委員）

総会宣言を読み上げる交運労協の小島事務
局次長（サービス連合特別中央執行委員）

連
合
は
10
月
27
日
、
東
京
都

内
で
「
２
０
２
３
連
合　

ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
中
央
集
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
す
べ
て
の

加
盟
組
合
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

出
席
者
は
会
場
と
ウ
ェ
ブ
に
て

出
席
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
の
永
江
中
央

執
行
委
員
（
連
合 

中
央
執
行
委

員
）
の
司
会
進
行
に
よ
り
開
会

し
た
本
集
会
は
冒
頭
の
芳
野
会

長
の
挨
拶
に
続
い
て
櫻
田
会
長

を
始
め
と
し
た
連
合
役
員
が
壇

上
よ
り
ア
ピ
ー
ル
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

集
会
で
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の

「
男
女
が
共
に
な
っ
て
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
女
性
の
積
極
的
な
参
画

を
す
す
め
よ
う
！
～
す
べ
て
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
を
！

～
」
に
則
っ
て
、
基
調
提
起
に

続
け
て
基
調
講
演
と
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

「
中
央
女
性
集
会
か
ら
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
推
進
中
央
集
会
へ
」

基
調
提
起
「『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
計
画
』
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
！
」は
今
期
よ
り
新
た
に
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性
推
進
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
連
合

の
小
原
成
朗
総
合
政
策
推
進
局

長
が
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
回

の
集
会
は
、
近
年
男
性
の
参
加

も
増
え
た
こ
と
、
男
女
平
等
参

画
社
会
実
現
の
た
め
に
は
男
女

双
方
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
誰
も
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
明
示
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
歴
史
あ
る
「
中
央
女
性
集

会
」
か
ら
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
中
央
集
会
」
と
集
会
名
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
提
起
の
冒

頭
で
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
も
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
、
本

田
一
成 

武
庫
川
女
子
大
学 

経
営

学
部
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
が

「
ク
ミ
ダ
ン
の
『
壁
』
ク
ミ
ジ
ョ
・

ク
ミ
ダ
ン
問
題
を
科
学
す
る
」 

を
テ
ー
マ
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
本
田
教
授
は
、
ク
ミ
ダ
ン

（
労
働
組
合
の
男
性
）
が
直
面
し

て
い
る
「
５
つ
の
壁
」
に
つ
い

て
取
り
上
げ
、
労
組
の
組
織
的

特
徴
に
つ
い
て
「
労
組
は
変
革

が
難
し
い
組
織
」
と
説
明
し
た

う
え
で
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
も

『
変
革
』
で
あ
り
難
し
い
こ
と
も

あ
る
。
こ
れ
も
一
つ
の
壁
と
い

え
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
４
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
ク
ミ
ジ
ョ
が
活
躍
す

る
た
め
の
突
破
口
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
？
」
が
お
こ
な
わ
れ
た

後
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
が
採
択
さ

れ
集
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

に
と
っ
て
厳
し
い
中
、
こ
の
状

況
を
『
コ
ロ
ナ
禍
』『
物
価
高
』

『
円
安
』
の
三
重
苦
で
あ
る
と
称

し
て
、
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
た
め

に
臨
ん
だ
。
そ
れ
ら
の
結
果
、

30
年
ぶ
り
の
高
水
準
で
賃
上
げ

が
実
現
し
た
」
と
振
り
返
り
ま

し
た
。
ま
た
、
第
18
期
特
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
む
点
と
し
て
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性
推

進
」
と
「
社
会
的
な
対
話
」
を

挙
げ
ま
し
た
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
・
多
様
性
推
進
」
に
つ
い
て

は
、「
ま
ず
は
労
働
組
合
自
身
も

他
人
ご
と
で
は
な
く
、
ジ
ブ
ン

ゴ
ト
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
こ

う
。
た
だ
で
さ
え
組
合
役
員
の

担
い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
に
、
男
性
中
心
の
、
い

わ
ば
徒
弟
的
な
関
係
の
中
で
、

声
が
か
け
や
す
く
男
性
ば
か
り

で
役
員
を
受
け
継
い
で
い
く
よ

う
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
い

つ
か
必
ず
組
織
は
破
綻
す
る
。

10
月
30
日
、
連
合
の
２
０
２
４

春
季
生
活
闘
争
中
央
討
論
集
会

が
開
催
さ
れ
、
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
基
本
構
想
に
つ
い
て

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
提
起
に
続

き
全
体
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
、

各
産
別
か
ら
意
見
や
質
問
な
ど

積
極
的
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
光
熱
費
等
の
価
格
高
騰
を

は
じ
め
と
す
る
物
価
高
の
状
況

を
ふ
ま
え
、
働
く
も
の
の
生
活

を
守
る
必
要
性
や
、
日
本
全
体

が
人
手
不
足
の
な
か
で
、
賃
金

の
み
な
ら
ず
働
く
も
の
の
労
働

環
境
の
改
善
の
必
要
性
に
つ
い

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
、
第
23
回

定
期
大
会
に
お
い
て
２
０
２
４

春
季
生
活
闘
争
に
む
け
て
「
21

世
紀
の
基
幹
産
業
と
し
て
、
産

業
を
大
き
く
成
長
さ
せ
、
一
人

ひ
と
り
が
働
き
が
い
と
生
き
が

い
を
持
ち
、
安
心
し
て
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

が
不
可
欠
。
魅
力
あ
る
産
業
の

実
現
に
む
け
、
労
働
条
件
全
般

の
向
上
に
注
力
し
続
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
こ
と
な
ど
を
確

認
し
、
そ
の
後
、
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
の
討
論
集
会
や
労
働
条
件
委

員
会
で
討
議
し
た
う
え
で
、
中

央
執
行
委
員
会
で
方
針
策
定
議

論
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
12
月
13
日
開
催
の
第
５
回

中
央
執
行
委
員
会
で
闘
争
方
針

案
を
確
認
し
た
後
、
２
０
２
４

て
、
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
、
宇
髙
会

長
代
理（
組
織
支
援
局
長
）よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
結
成
以
来
、
過

去
最
高
の
賃
金
改
善
額
と
な
っ

た
２
０
２
３
春
季
生
活
闘
争
の

結
果
を
一
過
性
の
も
の
と
す
る

こ
と
な
く
２
０
２
４
春
季
生
活

闘
争
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
性
、

賃
金
の
み
な
ら
ず
労
働
環
境
の

改
善
や
適
正
な
価
格
転
嫁
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
産
業
が
回
復

す
る
な
か
で
の
人
手
不
足
の
状

況
な
ど
産
業
実
態
に
基
づ
き
発

言
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
発
言

を
う
け
て
、
連
合
の
仁
平
総
合

局
長
か
ら
は
「
改
め
て
産
業
の

人
手
不
足
に
つ
い
て
認
識
し
た

う
え
で
、
賃
上
げ
、
労
働
環
境

の
改
善
、
適
正
な
価
格
転
嫁
の

取
り
組
み
が
ま
さ
に
必
要
で
あ

り
、
同
じ
想
い
で
連
合
運
動
を

す
す
め
て
い
き
た
い
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

発言するサービス連合
宇髙会長代理

連
合
連
合  

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争

２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争

中
央
討
論
集
会

中
央
討
論
集
会  

開
催
開
催

協
の
事
務
局
次
長
（
専
従
）
と

し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
の
最
後
に
、
観
光
サ
ー

ビ
ス
産
業
な
ど
の
人
手
不
足
や

物
流
２
０
２
４
年
問
題
な
ど
、

交
通
運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
産

業
が
直
面
し
て
い
る
課
題
解
決

と
今
後
の
発
展
に
む
け
て
、
新

た
に
選
出
さ
れ
た
交
運
労
協
の

小
島
事
務
局
次
長
に
よ
っ
て
力

強
く
読
み
上
げ
ら
れ
た
「
総
会

宣
言
」を
会
場
全
体
で
確
認
し
、

が
ん
ば
ろ
う
三
唱
で
総
会
は
閉

会
し
ま
し
た
。

冒頭あいさつする
連合芳野会長

慣
習
や
過
去
の
し
が
ら
み
を
引

き
ず
っ
た
組
織
運
営
は
、
女
性

だ
け
で
な
く
男
性
か
ら
も
距
離

を
置
か
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
、「
女
性
が
参
画

し
や
す
い
活
動
は
、
男
性
も
参

加
し
や
す
い
。
そ
れ
を
生
み
出

す
に
は
女
性
の
参
画
が
前
提
と

な
る
。『
あ
な
た
に
担
っ
て
も
ら

い
た
い
』
と
い
う
真
摯
な
気
持

ち
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、「
引

き
受
け
て
も
ら
う
に
あ
た
っ
て

障
害
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
障
害
を
取
り
除
く
こ
と
も
一

緒
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
取
り
組
み
の
重
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

年
１
月
18
日
開
催
の
第
23
回
中

央
委
員
会
で
「
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
方
針
」を
決
定
し
ま
す
。

旅
館
業
法
で
は
、
国
民
生
活

向
上
等
の
観
点
か
ら
、
営
業
者

は
一
定
の
場
合
を
除
き
、
宿
泊

し
よ
う
と
す
る
者
の
宿
泊
を
拒

ん
で
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
期
に
宿

泊
者
に
対
し
て
感
染
防
止
対
策

へ
の
実
効
的
な
協
力
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
い
わ

ゆ
る
迷
惑
客
に
つ
い
て
無
制
限

に
対
応
を
強
い
ら
れ
た
場
合
に

感
染
防
止
対
策
を
は
じ
め
と
し

た
本
来
提
供
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
な
い
な
ど
の
声
を

う
け
、
改
正
さ
れ
た
旅
館
業
法

が
12
月
13
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
１
．

宿
泊
拒
否
事
由
の
追
加
、
２
．

感
染
防
止
対
策
の
充
実
、
３
．

差
別
防
止
の
更
な
る
徹
底
等
、４
．

事
業
譲
渡
に
係
る
手
続
の
整
備
、

と
な
っ
て
お
り
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
る
特
定

の
要
求
を
行
っ
た
者
の
宿
泊
を

拒
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
営

業
者
が
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止

対
策
の
適
切
な
実
施
や
特
に
配

慮
を
要
す
る
宿
泊
者
へ
の
適
切

な
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た

め
、
従
業
者
に
対
し
て
必
要
な

研
修
の
機
会
を
与
え
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
障
害
者
差
別
解

消
法
等
を
十
分
理
解
し
、
適
切

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
改

正
事
項
の
詳
細
は
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。



（4）2023 年 12月１日（第 65 号） サービス連合

社会貢献活動については取
り組み事例を共有することで
連帯感を醸成するとともに、
取り組みを産別内に波及させ
ていきます。

今 回 は IHG・ANA ホ テ ル
ズ労働組合連合会の社会貢献
活動の取り組みについて大森
事務局長にお伺いしました。

早速ですが、IHG・ANA ホテルズ労働
組合連合会が取り組んでいるボランティア

ズデイについてお聞かせください。

IHG・ANA ホテルズボランティアズデ
イとは、社会のために私たちができること

をしようと、１年に１回各ホテル単位で「ボラ
ンティアズデイ」として設定し、社会貢献活動
をおこなっています。もともとは阪神淡路大震
災の発生がきっかけなんです。当時、グループ
のホテルで勤務する組合員が出勤できない、家
が被災したということが発生した際、何かでき
ないかと検討したことがきっかけで始まりまし
た。その後はチャリティーイベントを定期的に
労働組合の主催で開催し、今年で 28 回目を迎え
ます。IHG・ANA ホテルズ労働組合連合会に加
盟しているホテルは全国で 17 カ所ですが、28
回目を迎える今年の開催も、全てのホテルでボ
ランティアズデイを実施することができました。

ボランティアズデイでは各ホテルでどの
ようなことをおこなっているのですか？

本部では使用済み切手やベルマーク、書
き損じハガキなどの収集ボランティア活

動、募金や献血、各ボランティア団体の紹介な

どをおこなっています。今年から始めた新しい
取り組みとして、日本国際ボランティアセンター

（JVC）と提携した古本や CD、DVD の収集も実
施しています。実際にどのように開催している
かは各ホテルによって異なりますが、宴会場な
どを使って軽食などの提供やバザーなどをおこ
ない、売り上げを募金に充てることを多くのホ
テルで実施しています。近隣の方々にも足を運
んでいただき、地域交流の場にもなっています。
チャリティーイベントには従業員だけでなく、
家族や会社を退職された方も参加されることも
あります。

このイベントをきっかけにそのホテルのこと
を多くの方々に知っていただけると感じていま
す。加盟組合によっては、委員長が自ら組合員
に募金活動の協力を呼び掛けていたり、別の組
合では、１日では足りず１週間開催し、ボラン
ティアズウィークになっている例もあります。

集められた募金などは日本盲導犬協会や日本
キリスト教海外医療協力金、ベルマーク教育助
成財団などに寄付をおこなっています。

宴会場の利用や軽食の提供となると、会
社からの協力も必要かと思います。

はい、ボランティアズデイを会社と共同
しておこなっている加盟組合もあります。

労働組合としても会社との共同開催によってよ
り大きな活動にすることができるため、積極的
に会社にも呼び掛けています。ある加盟組合で
は、自治体より「企業ボランティア活動推進モ
デル事業所」に指定され、事業者と労働組合が
ともに表彰を受けることもありました。

連合会として開催にあたって工夫してい
ることはありますか

近年はコロナの影響もあり、イベントの
開催が難しい中、各加盟組合にどのような

支援をおこなえばよいか悩みました。そのよう
な中、社会貢献活動については「ボランティア
ズデイ開催における感染対策ガイドライン」を
定め、感染対策の徹底や、外部団体・会社との
関わり方などについての方針を定めました。各
ホテルも感染防止対策にそれぞれ工夫をしてお
り、それぞれの環境にあわせた開催がおこなわ
れました。

最後に、サービス連合の加盟組合にむけ
てメッセージをお願いします。

私たち IHG・ANA ホテルズ労働組合連
合会は、構成する組合のホテルの規模も

様々であり、取り組める活動も組織によって異
なりますが、各ホテルの環境に即した「手の届
く範囲でのボランティアズデイ」を目指し、連
合会として社会貢献活動の歩みを止めないよう
取り組んでいます。皆さんも小さなことから無
理をせず、手の届く範囲での活動をおこない、
サービス連合の中でも社会貢献の輪が更に広が
ることを期待しています。

本
格
的
な
冬
が
迫
る
な
か
、

そ
う
い
え
ば
秋
ら
し
い
こ
と
を

し
て
い
な
か
っ
た
と
、
急
に
読

書
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
書
棚

に
目
を
や
る
と
、
た
ま
た
ま
目

に
は
い
っ
た
塩
野
七
生
さ
ん
の

「
ロ
ー
マ
人
の
物
語
」
を
再
び
読

み
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
王
政
ロ
ー
マ
の
建
国

か
ら
始
ま
る
壮
大
な
物
語
で
す
。

読
書
を
す
す
め
る
と
、
ふ
と
気

に
な
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。

「
護
民
官
」
紀
元
前
４
９
４
年

に
平
民
を
保
護
す
る
目
的
で
創

設
さ
れ
た
古
代
ロ
ー
マ
の
公
職

で
、
共
和
制
ロ
ー
マ
の
拡
大
の

も
と
貴
族
と
平
民
の
間
に
貧
富

の
差
が
生
ま
れ
た
な
か
で
、
平

民
の
み
が
就
く
こ
と
が
許
さ
れ
、

当
時
の
執
政
に
対
し
て
拒
否
権

を
持
つ
な
ど
、
平
民
を
守
る
存

在
で
す
。
歴
史
と
し
て
の
評
価

や
そ
の
後
の
変
遷
は
あ
る
も
の

の
、
平
民
の
立
場
で
、
平
民
を

２
０
２
３
年
７
月
に
サ
ー
ビ
ス
連
合
に
加
盟

し
た
天
橋
立
ホ
テ
ル
労
働
組
合　

執
行
委
員
長

の
中
島
健
徳
で
す
。

天
橋
立
ホ
テ
ル
労
働
組
合
は
天
橋
立
ホ
テ
ル

と
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
天
橋
立
で
働
く
組
合
員
25
名

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

天
橋
立
ホ
テ
ル
は
日
本
三
景
・
天
橋
立
の
目

の
前
に
位
置
し
て
お
り
、
丹
後
の
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
天
橋
立
の
旬
の
味
や
神
々
の
遊
湯

と
名
付
け
ら
れ
た
展
望
天
然
温
泉
な
ど
、
日
本

三
景
・
天
橋
立
を
望
む
絶
景
と
と
も
に
、
天
橋

立
観
光
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
方
々
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

５
名
の
執
行
部
体
制
で
日
々
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

定
期
大
会
後
に
は
、
会
社
の
協
力
の
も
と
、

組
合
員
全
員
で
の
懇
親
会
を
開
催
し
、
意
見
交

換
を
お
こ
な
う
な
ど
現
場
の
課
題
を
解
決
で
き

る
よ
う
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
に
集
う
多
く
の
加
盟

組
合
と
連
携
し
、
組
合
員
の
た
め
に
頑
張
っ
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編

後
集

記

アネモネレター　加盟組合の取り組み紹介
ＩＨＧ・ＡＮＡホテルズ労働組合連合会

守
る
と
い
う
存
在
に
、
い
ま
労

働
運
動
に
従
事
し
て
い
る
も
の

と
し
て
親
近
感
を
覚
え
ま
し
た
。

産
業
別
労
働
組
合
の
役
員
は
、

現
場
の
組
合
員
か
ら
み
る
と
少

し
遠
い
存
在
で
あ
り
、
何
を
し

て
い
る
組
織
な
の
か
、
そ
こ
で

働
い
て
い
る
人
は
何
を
し
て
い

る
の
か
と
思
わ
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
答
え
と

し
て
、
産
別
の
役
員
と
は
、
こ

の
産
業
で
働
く
４
万
人
、
ま
た

家
族
を
含
め
る
と
そ
れ
以
上
の

人
々
の
生
活
や
将
来
を
守
る
存

在
、
正
に
「
護
民
官
」
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

４
万
人
の
組
合
員
と
家
族
の
た

め
、日
々
の
運
動
に
誇
り
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
読

書
と
な
り
ま
し
た
。（
ま
だ
シ

リ
ー
ズ
を
読
み
続
け
て
い
ま
す
）

今
年
も
加
盟
組
合
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
佳
い
お
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。�

（
Ｓ
．
Ｉ
．）

サービス連合の組合員は誰でも利用できます。法律に関することならどんな内容で
も構いません。相談内容は一切秘密にされ相談者の名前や相談内容が外部に漏れ
ることはありません。労働組合に対しても本人の了解なく漏らすことはありません。

毎月第２水曜日
18時30分～20時30分
「サービス連合本部」（東京）

※サービス連合の顧問弁護士事務所で
ある「東京共同法律事務所」、ならびに
「ナンバ合同法律事務所」では、組合員
からの相談を直接受けつけています
（初回相談無料）。「サービス連合の○○
組合」と「相談者の名前」をお伝えくださ
い。相談内容の秘密は厳守されますの
で、ひとりで悩まずにご相談ください。

東京共同法律事務所
03-3341-3133(東京)

ナンバ合同法律事務所
06-6633-5777(大阪)

※電話相談及び初回の面談相談は無料ですが、事件として委任した場合や文書作成などを
　依頼した場合は有料となります。

ひとりで悩んでいませんか?組合員向け

無料法律相談のご案内無料法律相談のご案内無料法律相談のご案内

開催日時と会場

ご希望の場合はサービス連合本部
にご連絡ください。

オーベルジュ天橋立

IHG・ANA ホテルズ
労働組合連合会
大森事務局長

執行部の皆さん天橋立ホテル

新
規
加
盟
組
合
紹
介

天
橋
立
ホ
テ
ル

　
　
　労
働
組
合


